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Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
特
定
行
為

研
修
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
基
盤
は 

「
ま
ち
な
か
病
院
を
核
と
す
る

ス
ト
ッ
ク
型
ま
ち
づ
く
り 

（
八
代
モ
デ
ル
）」
に
あ
り



区
分
別
科
目
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
等

に
よ
り
、
さ
ら
に
受
講
し
や
す
く

　

特
定
行
為
研
修
は
、
す
べ
て
の
特
定
行

為
区
分
に
共
通
す
る
「
共
通
科
目
」
と
、

21
の
特
定
行
為
区
分
ご
と
に
分
か
れ
た

「
区
分
別
科
目
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
で
は
、
共
通
科
目
と
11
の
区
分

別
科
目
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
研
修
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
令
和
元

年
の
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
ニ
ュ
ー
ス
秋
号
（vol.23

）

の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
の
研
修
開
始
以
来
、
共
通
科

目
の
講
義
と
演
習
に
つ
い
て
は
、
放
送
大

学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
活
用
し
て
き
ま

し
た
が
、
令
和
３
年
７
月
か
ら
は
、
区
分

別
科
目
に
つ
い
て
も
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導

入
し
、
受
講
者
が
自
身
の
都
合
に
合
わ
せ

て
計
画
的
に
学
習
を
進
め
て
い
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
共
通
科
目
の
実

習
と
区
分
別
科
目
の
演
習
・
実
習
に
つ
い

て
は
、
自
施
設
の
指
導
者
の
下
で
研
修
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
令
和

２
年
度
よ
り
、
症
例
数
の
豊
富
な
他
施
設

で
実
習
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
を

整
え
、
こ
の
仕
組
み
を
活
用
し
た

修
了
者
も
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
特
定
行

為
研
修
で
は
５
つ
の
領
域
（
糖
尿

病
看
護
・
透
析
看
護
・
感
染
看
護
・

創
傷
ケ
ア
・
在
宅
ケ
ア
）
を
設
定

し
、
関
連
す
る
複
数
の
特
定
行
為

区
分
を
同
時
に
学
べ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
が
、
令
和
３
年
度
か
ら

は
、
こ
れ
ら
の
領
域
の
枠
組
み
を

越
え
て
、
施
設
ご
と
に
必
要
な
特

定
行
為
区
分
を
よ
り
柔
軟
に
選
択

で
き
る
よ
う
、
特
定
行
為
区
分
単

位
で
の
研
修
の
実
施
も
可
能
と
し

て
い
ま
す
（
表
１
）。

　

こ
う
し
た
見
直
し
に
よ
り
、
さ

ら
に
研
修
が
受
講
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
看
護
師
の

皆
さ
ん
に
は
是
非
、
自
施
設
に
求

め
ら
れ
る
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

特
定
行
為
研
修
の
受
講
を
考
え
て

く
だ
さ
い
。

現
場
で
活
躍
す
る
特
定
行
為
研
修

修
了
者

　

現
在
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
特
定
行
為
研
修
の
修

了
者
数
は
１
４
３
名
、
区
分
ご
と
の
修
了

者
延
数
は
３
２
２
名
で
す
（
表
２
）。
特

定
行
為
を
実
践
す
る
場
は
、
病
棟
の
ほ
か
、

外
来
や
透
析
室
、
在
宅
な
ど
、
各
修
了
者

の
修
了
し
た
区
分
や
配
属
先
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
今
回
は
、
特
に
実
践
例
の
多

い
「
創
傷
管
理
関
連
」
の
修
了
者
の
活
動

や
、
研
修
を
支
え
る
指
導
者
の
声
を
紹
介

し
ま
す
。

JCHOの特定行為研修についてJCHOの特定行為研修について特集①

JCHO 本部 医療部　サービス推進課長　佐 藤 美樹

　JCHOでは、平成29年４月から、看護師の特定行為に係る研修（特定行為研修）を実施しています。
令和元年のJCHOニュース秋号（vol.23）では、初の修了者輩出についてお知らせしましたが、今回
の特集では、その後の研修の状況や修了者の活躍についてお伝えします。（令和元年のJCHOニュース
秋号（vol.23）はJCHOホームページに掲載されていますので、ぜひご覧ください。）

表１ JCHO の実施する特定行為研修

表２ 特定行為研修修了者数

特定行為区分 区分単位での募集
（ ～）

厚労省の設定する
領域別パッケージ
（ ）

の設定する５領域※

在宅・慢性期領域 糖尿病
看護

透析
看護

感染
看護

創傷
ケア

在宅
ケア

呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 必修 必修

ろう孔管理関連 ☆必修 選択 選択

栄養に係るカテーテル管理（中心静脈カテー
テル管理）関連 選択

栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型中
心静脈注射用カテーテル管理）関連 選択

創傷管理関連 ☆必修 選択 選択 選択 必修 選択

創部ドレーン管理関連 選択

透析管理関連 選択 必修

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 ☆必修 必修 必修 必修 必修 必修

感染に係る薬剤投与関連 必修 選択 選択

血糖コントロールに係る薬剤投与関連 必修 選択 選択

皮膚損傷に係る薬剤投与関連 選択

研修実施区分数 ―
４区分

（☆印は区分ごとの研
修内容を一部免除）

２～４
区分

２～４
区分

２～５
区分

２～６
区分

２～６
区分

施
設
ご
と
に
実
施
区
分
を
選
択

（
数
や
組
み
合
わ
せ
の
制
限
な
し
）

※ の医療現場での活用に資すると考えられる領域について、区分の組み合わせをモデル化したもの

表１ の実施する特定行為研修

特定行為研修修了者数（令和 年 月 日現在） 修了者数（実数） 人
区分修了者数 人

区分 修了者数

呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 人
ろう孔管理関連 人
栄養に係るカテーテル管理（中心静脈カテーテル管理）関連 人
栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理）関連 人
創傷管理関連 人
創部ドレーン管理関連 人
透析管理関連 人
栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 人
感染に係る薬剤投与関連 人
血糖コントロールに係る薬剤投与関連 人
皮膚損傷に係る薬剤投与関連 人

領域 修了者数

糖尿病看護 人
透析看護 人
感染看護 人
創傷ケア 人
在宅ケア 人

区分別

領域

表２
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特
定
行
為
研
修
の
調
整
者
と
し
て

指導者の声
　

今
年
の
４
月
に
前
任
者
か
ら

特
定
行
為
研
修
調
整
者
の
バ
ト

ン
を
も
ら
い
ま
し
た
。
調
整
者
の

役
割
は
研
修
計
画
の
立
案
、
講

義
、
実
習
等
に
関
す
る
医
師
や

受
講
生
と
の
調
整
や
勤
務
部
署

と
の
調
整
、
定
期
的
な
本
部
へ

の
報
告
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

初
め
て
の
こ
と
で
分
か
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
相
談
し

や
す
い
委
員
会
や
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
本

部
の
協
力
体
制
を
強
み
（
頼
り
）

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
定
行
為
の
研
修
修
了
者
が

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
運
営

に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
特
定

行
為
研
修
生
の
活
躍
や
課
題
を

共
有
す
る
こ
と
が
出
来
、
次
に

優
先
的
に
実
行
す
べ
き
こ
と
が

把
握
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
後
進
の
育
成
に
も
尽
力

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
陰
圧
閉

鎖
療
法
の
場
面
で
は
「
た
だ
単

に
交
換
の
技
術
が
あ
れ
ば
良
い

の
で
は
な
い
。
創
部
の
観
察
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
交
換
前
の
シ
ャ

ワ
ー
や
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
く

な
ど
、
そ
こ
に
『
看
護
の
視
点
』

が
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」
と

専
門
職
と
し
て
の
的
確
な
支
援

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
の
「
治

療
」
と
「
生
活
」
の
両
面
か
ら

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
回
復
過

程
を
促
進
で
き
る
看
護
師
の
人

材
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

JCHO東京山手メディカルセンター

看
護
師
長
　
福
井 

美
保
子特定行為委員会メンバー（筆者：右から２番目、

一番右は特定行為研修一期生の多田副看護師長）

特
定
行
為
研
修
受
講
か
ら
実
践
へ

研修修了者の声
　

私
は
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認

定
看
護
師
と
し
て
、
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
依
頼
を
受
け
組
織

横
断
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
課
題
に
な
っ
た
の
は
、

術
後
合
併
症
を
伴
っ
た
創
傷
治

癒
遅
延
に
よ
る
入
院
期
間
の
延

長
で
し
た
。

　

特
定
行
為
研
修
を
受
講
す
る

こ
と
で
、
身
体
の
変
化
を
予
測

し
、
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
ケ

ア
を
す
る
こ
と
に
よ
り
早
く
創

傷
を
治
癒
し
、
患
者
さ
ん
の
負

担
を
軽
減
で
き
る
と
考
え
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
に
特
定
行
為

研
修
を
修
了
し
、
特
定
行
為
の

陰
圧
閉
鎖
療
法
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
医
師
だ
け
で
は
、
外
来

や
手
術
な
ど
で
日
勤
帯
で
の
処

置
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。特
定
行
為
が
可
能
に
な
り
、

医
師
が
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い

状
況
で
も
、
医
師
の
手
順
書
の

も
と
患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
わ

せ
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
創
傷
管
理

が
で
き
て
い
ま
す
。
創
傷
治
癒

の
促
進
を
は
か
り
入
院
期
間
が

短
縮
す
る
こ
と
で
患
者
さ
ん
に

も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
特
定
行
為
研
修
を
修
了

し
た
看
護
師
の
活
動
が
周
知
さ

れ
る
こ
と
で
手
順
書
を
発
行
す

る
医
師
も
増
え
、
活
躍
の
場
が

ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
ま
す
。

副
看
護
師
長
　
伊
藤 

貴
典

陰圧閉鎖療法実施前オリエンテーション
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特
定
行
為
研
修
を
受
講
し
て

研修修了者の声
　

創
傷
管
理
関
連
の
特
定
行

為
研
修
を
受
講
し
、
特
定
行

為
の
み
の
内
容
を
学
ぶ
だ
け
で

は
な
く
、
臨
床
推
論
、
病
態
生

理
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン

ト
等
、
医
師
が
行
う
症
候
の
診

断
過
程
、
治
療
方
針
ま
で
の
思

考
過
程
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
患
者
の
全
身
状
態
を
適

切
に
観
察
す
る
能
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
、
臨
床
の
現
場
で

も
活
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

　

当
院
は
、
近
隣
の
病
院
、
施

設
か
ら
褥
瘡
保
有
患
者
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
け

入
れ
た
患
者
は
、
壊
死
組
織
を

保
有
し
長
期
に
渡
り
治
療
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
状
況
で

す
。
入
院
患
者
は
、
病
状
の
悪

化
と
共
に
褥
瘡
の
悪
化
に

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

看
護
師
だ
か
ら
こ
そ
気

づ
く
こ
と
が
で
き
る
視
点

を
強
み
に
、
学
ん
で
き
た

臨
床
推
論
を
更
に
磨
き
、

既
に
特
定
行
為
研
修
を
修

了
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
に

も
ご
教
授
頂
き
な
が
ら
、

よ
り
適
切
な
特
定
行
為
の

実
践
が
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

JCHO三島総合病院

副
看
護
師
　
紅
林 

や
よ
い

特
定
行
為
研
修
の
成
果
を
地
域
に
つ
な
ぐ

指導者の声
　

当
院
は
特
定
行
為
研
修
の

「
創
傷
管
理
関
連
」
を
修
了
し

た
看
護
師
が
５
名
い
ま
す
。
こ

の
看
護
師
達
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
・
訪
問
看
護
で
活
動
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
特
定
行
為

研
修
は
外
部
講
師
を
依
頼
し
教

育
師
長
が
教
育
計
画
を
企
画
・

運
営
・
実
施
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
外
部
講
師
と
の
講
義
調
整

に
苦
慮
し
て
お
り
ま
し
た
が
研

修
を
無
事
に
終
了
し
た
こ
と
で

教
育
師
長
の
教
育
力
も
高
ま
っ

た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

特
定
行
為
研
修
は
非
常
に
ア

セ
ス
メ
ン
ト
能
力
が
深
ま
る
研
修

で
あ
る
と
修
了
者
の
看
護
師
達

の
活
動
を
見
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
か
ら
も
褥
瘡

ケ
ア
に
関
す
る
訪
問

看
護
の
依
頼
や
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
へ
の

入
院
依
頼
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
地

域
医
療
に
役
立
つ
よ

う
に
特
定
行
為
研
修

修
了
者
を
生
み
出
し

地
域
医
療
の
質
を
高

め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

看
護
部
長
　
平
塚 

世
津
子

褥瘡回診の様子

特定行為研修　講義風景
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訪
問
看
護
で
の
特
定
行
為
の
実
践

研修修了者の声
　

訪
問
看
護
師
で
あ
る
私
は
、

病
院
の
方
々
の
協
力
と
支
援
を

受
け
約
３
年
か
け
て
特
定
行
為

研
修
を
修
了
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
皮
膚
排
泄
ケ
ア
認
定

看
護
師
で
あ
る
指
導
者
（
以
後

指
導
者
）
と
共
に
、
褥
瘡
ケ
ア

を
在
宅
で
実
施
し
効
果
を
得
た

事
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
対
象
者
は
、
仙
骨
部
に
巨

大
褥
瘡
を
有
す
る
方
で
し
た
。

研
修
で
学
ん
だ
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
生
か
し
、
血
流
の
な
い
壊
死

組
織
の
除
去
や
陰
圧
閉
鎖
療
法

を
指
導
者
に
相
談
し
な
が
ら
実

施
し
、
他
メ
ン
バ
ー
と
共
に
ケ

ア
し
て
い
き
ま
し
た
。
約
１
年

半
で
ほ
ぼ
治
癒
し
、
ご
家
族
か

ら
「
諦
め
て
い
た
の
に
、
こ
ん

な
に
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
」
と

言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事

例
を
通
し
満
足
度
、
必
要
性
共

に
と
て
も
高
い
ケ
ア
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
、
指
導
者
の
助
言

で
実
施
出
来
た
こ
と
が
自
信
に

も
繋
が
り
ま
し
た
。
今
後
も
特

定
行
為
を
活
用
し
支
援
で
き
る

喜
び
と
責
任
を
感
じ
な
が
ら
、

地
域
医
療
、
看
護
の
質
の
向
上

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

JCHO大和郡山病院

副
看
護
師
長
　
餅
田 

友
希

特定行為　デブリードマン実施

特
定
行
為
研
修
修
了
者
に
対
す
る

訪
問
看
護
で
の
実
践
指
導

指導者の声
　

今
回
指
導
し
た
「
創
傷
管
理
関

連
」
に
関
し
て
は
、
地
域
の
訪
問

看
護
師
が
抱
え
て
い
る
褥
瘡
患
者

へ
の
専
門
的
知
識
技
術
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
自
身

が
同
行
訪
問
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
訪
問
看
護
師
と
し
て
勤
務
し

て
い
る
修
了
者
を
支
援
し
ま
し
た
。

在
宅
医
や
家
族
・
関
係
者
へ
の
特

定
行
為
に
つ
い
て
の
説
明
、
手
順

書
や
同
意
書
の
作
成
を
行
い
、
実

践
で
は
病
院
内
と
違
い
、
身
近
に

医
師
が
い
な
い
こ
と
や
家
族
や
在

宅
関
係
者
か
ら
の
期
待
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
研
修
で
学
ん
だ
事
を

振
り
返
り
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し

て
い
き
ま
し
た
。
ケ
ア
に
難
渋
さ

れ
て
い
る
症
例
に
対
す
る
特
殊
治

療
の
導
入
（
陰
圧
閉
鎖
吸
引
療
法
）

や
寝
具
の
見
直
し
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
な
ど
に
対
し
介
入
し
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
実
践
に
よ
り
修
了
者

の
知
識
技
術
や
観
察
力
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
能
力
が
深
ま
っ
て
き
た
こ

と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
症
例
を
重
ね
、
さ
ら

に
地
域
で
活
躍
し
て
い
け
る
よ
う

に
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 看

護
師
長
　
藤
﨑 

栄
子特定行為研修修了者・指導者指導者による特定行為実施の様子

JCHOの特定行為研修についてJCHOの特定行為研修について特集①
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当
施
設
は
、
入
所
１
０
０
名
、
通
所

60
名
の
定
員
で
、
今
年
は
開
設
20
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
札
幌
市
中
心
部
か
ら

約
５
ｋ
ｍ
に
位
置
し
、
地
域
中
核
病
院

で
あ
る
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
北
海
道
病
院（
３
５
８

床
）
の
建
て
替
え
工
事
竣
工
と
共
に
誕

生
し
ま
し
た
。
札
幌
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、

札
幌
駅
・
新
千
歳
空
港
と
の
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
か
ら
、
北
海
道
全
域
、
東
京
・

大
阪
・
愛
知
な
ど
全
国
各
地
、
果
て
は

ア
メ
リ
カ
在
住
の
ご
家
族
も
当
施
設
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
を
い

ち
早
く
受
け
た
北
海
道
は
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

に
よ
る
痛
ま
し
い
事
例
を
数
多
く
経
験

し
ま
し
た
。
当
施
設
で
は
併
設
病
院
と

協
力
し
て
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

幸
い
に
も
利
用
者
・
職
員
と
も
に
職
域

感
染
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
感

染
対
策
中
も
通
常
の
老
健
業
務
は
継
続

し
、
リ
モ
ー
ト
面
会
、
写
真
付
き
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
、
感
染
対
策
ア
ピ
ー
ル

ポ
ス
タ
ー
な
ど
、
家
族
と
の
絆
が
絶
え

な
い
よ
う
取
り
組
み
、
利
用
者
・
家
族

か
ら
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

第
一
波
、
第
二
波
の
頃
は
、
施
設
の

内
外
か
ら 

「
通
所
サ
ー
ビ
ス
は
感
染
リ

ス
ク
が
高
い
か
ら
休
業
し
て
は
ど
う
か
」

と
の
ご
意
見
が
複
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

入
所
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
、
通
所
サ
ー
ビ

ス
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康

を
守
る
公
共
性
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
そ
の
休
業
は
、
独
居
高
齢
者
や

老
老
介
護
世
帯
の
命
や
生
活
を
脅
か
す

こ
と
と
な
り
ま
す
。
医
療
・
福
祉
の
専

門
職
と
し
て
、
感
染
リ
ス
ク
か
ら
逃
げ

ず
、
感
染
リ
ス
ク
を
乗
り
越
え
る
対
策

を
打
ち
、
可
能
な
限
り
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
す
る
こ
と
が
重
要
と
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
急
速
に
高
齢
化
が
進

む
地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ワクチン接種の様子

老健外観

感染対策アピールパンフレット

家族へのメッセージカード

JCHO 北海道病院附属介護老人保健施設　主任医療社会事業専門員　荒木 耕一郎
コロナ禍が続く中、利用者と家族の絆を絶やさないためにコロナ禍が続く中、利用者と家族の絆を絶やさないために

密密をを避避けけてて活活動動

個個人人ののリリハハビビリリ写写真真。。ここれれもも動動ききががわわかかりりややすす

いいももののをを！！

玄関で検温！

新しい検温器の前での写真

車内で検温

送迎車内で検温している写真

了解もらって利用者と職員で一緒に

おいてよ、身体を動かそうといった

感じの写真がいいかな？

JCHO北北海海道道病病院院付付属属介介護護老老人人保保健健施施設設

密密をを避避けけてて活活動動2

集集団団でで体体操操中中。。動動ききがが大大ききいい写写真真がが欲欲ししいい

ききちちんんとと人人数数ももいいるる

ご家族の皆様へ

今年は、感染対策へのご支援、面会制限へのご協力、本当にありがとうございま

した。

ご本人は、家族に会えない寂しさをこらえ、みんなで励まし合いながら、暮らし

ています。

病気や障害に負けず、来年こそは、家族に元気な姿を見せるため、リハビリを続

けています。

今後も、皆さまの健康と生命を守るため、温かいご支援をよろしくお願いいたし

ます。

ジェイコー中の島 職員一同より

ご家族の皆様へ

今年は、感染対策へのご支援、面会制限へのご協力、本当にありがとうございま

した。

ご本人は、家族に会えない寂しさをこらえ、みんなで励まし合いながら、暮らし

ています。

病気や障害に負けず、来年こそは、家族に元気な姿を見せるため、リハビリを続

けています。

今後も、皆さまの健康と生命を守るため、温かいご支援をよろしくお願いいたし

ます。

ジェイコー中の島 職員一同より

ご家族の皆様へ

今年は、感染対策へのご支援、面会制限へのご協力、本当にありがとうございま

した。

ご本人は、家族に会えない寂しさをこらえ、みんなで励まし合いながら、暮らし

ています。

病気や障害に負けず、来年こそは、家族に元気な姿を見せるため、リハビリを続

けています。

今後も、皆さまの健康と生命を守るため、温かいご支援をよろしくお願いいたし

ます。

ジェイコー中の島 職員一同より

ご家族の皆様へ

今年は、感染対策へのご支援、面会制限へのご協力、本当にありがとうございま

した。

ご本人は、家族に会えない寂しさをこらえ、みんなで励まし合いながら、暮らし

ています。

病気や障害に負けず、来年こそは、家族に元気な姿を見せるため、リハビリを続

けています。

今後も、皆さまの健康と生命を守るため、温かいご支援をよろしくお願いいたし

ます。

ジェイコー中の島 職員一同より

介護老人保健施設におけるコロナ  禍での対応の工夫について
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当
施
設
は
兵
庫
県
神
戸
市
の
六
甲
山

の
裏
側
で
、
市
面
積
の
４
割
を
占
め
る

北
区
に
位
置
し
ま
す
。
周
り
は
住
宅
地

域
と
農
村
地
域
が
調
和
し
て
い
る
の
ど

か
な
場
所
で
す
。
高
齢
化
率
は
神
戸
市

の
28
％
に
比
べ
、
40
％
に
達
す
る
地
区

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
土
地
の
広
さ
も
あ

り
、
介
護
施
設
が
多
く
、
コ
ロ
ナ
感
染

情
報
が
聞
か
れ
る
た
び
に
、
当
施
設
の

感
染
対
策
を
見
直
す
日
々
で
す
。

　

昨
年
３
月
に
兵
庫
県
よ
り
面
会
制
限

が
発
令
さ
れ
て
か
ら
１
年
７
か
月
が
経

過
し
、
在
宅
復
帰
や
看
取
り
の
場
合
を

除
い
て
、
ご
家
族
が
療
養
棟
で
の
面
会

は
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

面
会
が
で
き
る
方
法
は
な
い
も
の
か
と

模
索
し
、
デ
イ
ケ
ア
で
使
用
す
る
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
を
追
加
購
入
し
、
昨
年
５
月
に
は
、

こ
れ
を
使
っ
て
Ｔ
Ｖ
電
話
の
面
会
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
で
は
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
型
ス
ピ
ー
カ
ー
等
周
辺
機
器
を

使
用
し
、
ご
家
族
と
内
緒
話
が
で
き
る

よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
入
所

者
様
の
生
活
が
分
か
る
よ
う
、
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
や
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子
等
を
お
伝

え
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
か

ら
の
第
一
声
は
「
髪
の
毛
伸
び
た
ね
～

散
髪
し
て
も
ら
お
う
。」
入
所
者
様
か

ら
は
「
お
～
会
え
た
～
元
気
？
」
と
会

話
が
は
ず
み
ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
演
芸
等
が
中
止
さ
れ
、

寂
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
昨
年
８

月
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
過
去
の
花
火

大
会
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
取
得
し
、
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
繋
げ
壁

一
面
に
投
影
し
ま
し
た
。
入
所
者
様
の

喜
ぶ
笑
顔
を
見
て
、
嬉
し
く
な
っ
た
職

員
よ
り
次
々
と
行
事
企
画
が
持
ち
上
が

り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
を
介
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
芸
等

を
開
始
し
ま
し
た
。
附
属
の
看
護
学
校

か
ら
は
ク
リ
ス
マ
ス
動
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

頂
き
、
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
行

事
も
行
え
ま
し
た
。

　

学
生
実
習
も
入
所
者
様
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
指
導
者
と
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま

し
た
。
直
接
の
触
れ
合
い
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
学
生
は
高
齢
者
に
対
す
る
個
別

性
の
あ
る
看
護
を
学
び
、
通
常
と
ほ
ぼ

変
わ
り
な
い
学
び
が
で
き
た
と
先
生
よ

り
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　

先
日
、
看
取
り
の
方
の
Ｔ
Ｖ
電
話
に

付
き
添
い
ま
し
た
。遠
隔
地
の
た
め
中
々

面
会
で
き
な
い
ご
家
族
で
し
た
。
入
所

者
様
の
顔
を
Ｔ
Ｖ
電
話
の
画
面
か
ら
確

認
し
、
ご
家
族
は
一
生
懸
命
声
を
掛
け

ま
す
。
す
る
と
眉
間
の
皴
が
な
く
な
り
、

閉
じ
た
瞼
の
中
の
目
が
動
い
て
い
る
の

が
分
か
り
ま
し
た
。「
あ
ー
聞
こ
え
た

ね
」
と
ご
家
族
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

後
日
ご
家
族
よ
り
、「
間
際
に
声
を
か

け
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
ケ
ア
の
介
入
は
難
し

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
大
変
重
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

が
充
実
で
き
る
よ
う
苦
手
意
識
を
持
た

ず
に
今
後
も
利
用
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

学生とのオンラインカンファレンス パーテーション越し家族交えたサービス担当者会議

学生からのクリスマスカード

看護学生によるクリスマス行事

JCHO 神戸中央病院附属介護老人保健施設　副施設長　井下 訓見
コロナ禍でのＩＣＴによる高齢者ケアサービスコロナ禍でのＩＣＴによる高齢者ケアサービス

介護老人保健施設におけるコロナ  禍での対応の工夫について
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本
邦
で
は
人
口
の
高
齢
化
が
進
み
、
骨

粗
鬆
症
に
罹
患
し
脆
弱
性
骨
折
を
起
こ
し

て
治
療
を
要
す
る
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
脆
弱
性
骨
折
で
手
術
を
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
骨
折
を
繰
り
返
す
方

を
多
数
み
て
き
ま
し
た
。
そ
の
多
く
が
骨

粗
鬆
症
の
治
療
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
多
職
種
で
患
者
に
か
か
わ
り
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
骨
粗
鬆
症
の

治
療
開
始
（
ま
た
は
再
開
）
お
よ
び
継
続

の
重
要
性
を
啓
蒙
し
、
治
療
継
続
に
つ
な

げ
ら
れ
な
い
か
と
２
０
１
８
年
４
月
よ
り

大
腿
骨
近
位
部
骨
折
と
椎
体
骨
折
で
入

院
し
た
方
を
対
象
に
骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン

サ
ー
ビ
ス
（
Ｏ
Ｌ
Ｓ
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
院
の
Ｏ
Ｌ
Ｓ
の
特
徴
は
、
歯
科
医
師

に
よ
る
治
療
前
の
口
腔
ケ
ア
を
兼
ね
た
検

診
、
リ
ハ
ビ
リ
時
の
転
倒
予
防
評
価
、
薬

剤
師
に
よ
る
服
薬
指
導
、
栄
養
士
に
よ
る

栄
養
指
導
や
病
院
食
に
カ
ル
シ
ウ
ム
強
化

食
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｏ
Ｌ
Ｓ
導
入
以
前
は
、
入
院
中
に
骨
粗

鬆
症
の
治
療
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、
大
腿

骨
近
位
部
骨
折
25
％
、
椎
体
骨
折
44
％
で

し
た
。
導
入
後
の
２
０
１
８
年
～
２
０
２
０

年
は
３
年
平
均
で
大
腿
骨
近
位
部
骨
折

99
％
、
椎
体
骨
折
98
％
に
治
療
が
で
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
医
療
従
事
者
の
意
識
改

革
だ
け
で
な
く
、
多
職
種
で
何
度
も
繰

り
返
し
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
、
患
者

側
の
受
け
入
れ
も
改
善
し
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
地
道
な
啓
蒙
活
動
の
成
果
と
し

て
、
国
際
骨
粗
鬆
症
財
団 

（International 
O

steoporosis Foundation

、
Ｉ
Ｏ
Ｆ
）
よ

り
国
内
で
４
施
設
目
と
な
るGold level

の

評
価
を
受
け
ま
し
た
。
な
お
、
Ｉ
Ｏ
Ｆ
は

世
界
各
国
に
お
い
て
脆
弱
性
骨
折
の
二
次

骨
折
予
防
に
対
す
る
取
り
組
み
を
評
価
し
、

Gold

、Silver

、Bronze
に
分
け
て
表
彰
し

て
お
り
ま
す
。

　

Ｏ
Ｌ
Ｓ
活
動
に
よ
り
分
か
っ
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
す
。
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
Ｏ
Ｌ
Ｓ
対
象
者
に
疼
痛
の
あ
る

受
傷
早
期
よ
り
リ
ハ
ビ
リ

介
入
す
る
こ
と
で
、
急
性

期
病
院
入
院
中
の
短
期
間

で
あ
っ
て
も
、
歩
行
能
力
、

移
動
機
能
の
改
善
を
認
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
高
齢

者
の
廃
用
予
防
と
し
て
非

常
に
有
益
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
Ｏ
Ｌ
Ｓ
対
象
者
は

同
年
代
の
健
常
者
と
比
較

し
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
深

く
喪
失
歯
数
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
、
骨

粗
鬆
症
の
進
行
と
と
も
に
歯
槽
骨
も
脆
く

な
り
、
歯
の
不
安
定
性
が
生
じ
歯
周
病
を

悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
、
骨
粗

鬆
症
治
療
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
、
課
題
も
み
え
て
き
ま
し
た
。
病

状
が
安
定
し
た
ら
リ
ハ
ビ
リ
病
院
へ
転
院

し
ま
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ
病
院
を
退
院
し
当

院
に
再
診
す
る
方
は
３
割
程
度
で
、
再
診

さ
れ
な
い
７
割
の
状
況
が
把
握
で
き
て
お

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
院
に
再
診
さ
れ
な

い
方
は
か
か
り
つ
け
医
で
治
療
継
続
し
て

い
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
専
門
外
で
あ
っ

た
り
、
骨
密
度
測
定
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

治
療
継
続
に
不
安
が
あ
る
と
の
声
を
聞
き

ま
す
の
で
、
こ
の
点
は
病
診
連
携
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
院
の
Ｏ
Ｌ
Ｓ

は
骨
折
患
者
に
対
す
る
二
次
骨
折
予
防
で

す
の
で
、
骨
折
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
な

り
、
今
後
は
骨
折
の
な
い
方
の
一
次
予
防

に
も
力
を
入
れ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

T OPICS

 

 

JCHO Funabashi Central Hospital 
Funabashi, Japan 

図１　IOF からの Gold level criteria 証明書

骨粗鬆症リエゾンサービス委員会メンバー集合写真 図２　当院の目指す骨粗鬆症リエゾンサービス

船橋中央病院

栄養指導
Ca 強化食

薬剤師
薬の説明

リハビリ

MSW

医師
看護師・保健師

骨粗鬆症リエゾンサービス

地域としての包括医療

骨粗鬆症に対する包括医療（イメージ）

歯科医師
口腔ケア

治療継続依頼

骨密度検査

多職種で連携

○○リハビリ病院
リハビリ依頼

治療継続依頼

J
C
H
O
船
橋
中
央
病
院
　
整
形
外
科
医
長
　
山
下 

正
臣

「
骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
と

「
骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
とC

A
PTU

RE 
C

A
PTU

RE 
TH

E FRA
C

TU
RE

TH
E FRA

C
TU

RE

　　G
old

G
old

受
賞
に
つ
い
て
」

受
賞
に
つ
い
て
」
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当
院
は
、
島
根
県
松
江
市
の
宍
道
湖
が

一
望
で
き
る
高
台
に
位
置
し
、
脊
椎
手
術

や
人
工
関
節
置
換
術
、
骨
折
手
術
な
ど
整

形
外
科
を
中
心
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
中

核
病
院
で
す
。

　

チ
ー
ム
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
、
島

根
県
の
骨
粗
鬆
症
検
診
率
が
０
・
３
％
の

全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
、
要
介
護
率
が
４
位

で
あ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
を
目

に
し
た
こ
と
で
し
た
。
骨
折
が
完
治
し
た

患
者
が
根
本
的
な
原
因
で
あ
る
骨
粗
鬆
症

治
療
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
ま
ま
再
び
骨

折
し
て
し
ま
う
骨
折
連
鎖
と
い
う
骨
粗
鬆

症
診
療
の
問
題
解
決
の
た
め
、
吉
田 

昇
平 

整
形
外
科
医
長
を
推
進
者
（Cham

pion

）

に
骨
粗
し
ょ
う
症
・
転
倒
予
防
チ
ー
ム
を

２
０
１
８
年
７
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
名
は
、Reborn 

【
再
生
】・

RE

：BO
N

E 

【
骨
折
予
防
】・Ribbon 

【
結
び
つ
き
】 

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
身

体
・
生
活
を
改
善
し
、
生
き
生
き
と
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
こ
う
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て　

『 T
A

M
A

T
SU

K
U

 RE

：BO
N

E 

』
と
し

ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
理
学
・
作
業
療
法
士
、
管

理
栄
養
士
、
臨
床
検
査
技
師
、
診
療
放
射

線
技
師
、
事
務
員
な
ど
多
職
種
で
構
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
発
揮
し
な
が

ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

当
初
１
名
だ
け
だ
っ
た
骨
粗
鬆
症
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
２
０
２
０
年
４
月
に
は
８
名
と

な
り
、
チ
ー
ム
の
中
心
と
な
っ
て
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、
職
員
が
骨
粗
鬆
症
の
病

態
や
検
査
・
治
療
の
必
要
性
に
つ
い
て
理

解
し
、
病
院
一
丸
と
な
っ
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
勉
強
会
と
チ
ー
ム
活
動
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。「
骨
を
折

る
の
は
患
者
で
は
な
く
我
々
だ
」
と
訴
え

た
と
こ
ろ
、
院
長
を
は
じ
め
医
療
安
全
に

関
わ
る
委
員
会
の
全
面
的

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
職
員

の
理
解
・
協
力
を
仰
ぐ
こ

と
が
で
き
、
チ
ー
ム
活
動

を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
３
月
か
ら

は
全
て
の
脆
弱
性
骨
折
に

よ
る
入
院
患
者
を
対
象
と

し
た
チ
ー
ム
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

再
骨
折
の
リ
ス
ク
評
価
や
検
査
・
治
療
の

実
施
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
治
療
介
入
に

つ
い
て
検
討
、
主
治
医
へ
の
提
案
や
病
棟

ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
た
生
活
・
退
院
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
骨
吸
収
抑
制

剤
に
よ
る
薬
物
治
療
を
開
始
す
る
症
例
に

関
し
て
は
、
歯
科
・
口
腔
外
科
と
連
携
し
、

必
ず
口
腔
内
の
状
態
を
確
認
し
て
か
ら
処

方
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
は
『
骨

粗
し
ょ
う
症
外
来
』
を
新
設
し
、
第
１
、

３
火
曜
日
の
午
後
に
完
全
予
約
制
に
て
診

療
を
開
始
し
ま
し
た
。
骨
粗
鬆
症
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
診
察
室
に
配
置
し
、
問
診
や
生

活
・
服
薬
・
栄
養
・
運
動
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
処
方
開
始
２
～
４
週

後
の
副
作
用
チ
ェ
ッ
ク
以
降
は
か
か
り
つ

け
医
や
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
治
療
を
継

続
し
て
い
た
だ
き
、
１
年
後
の
受
診
時
に

再
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
新
聞
へ
の
特
集
記
事
の
掲

載
や
２
０
２
０
年
５
月
か
ら
１
年
間
、
月
１

回
の
コ
ラ
ム
『
知
っ
て
お
き
た
い
骨
粗
し
ょ

う
症
』
を
連
載
す
る
な
ど
一
般
市
民
に
対

す
る
啓
発
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、
我
々
の
活
動
が
、
国
際
骨
粗
鬆

症
財
団
が
行
う
二
次
骨
折
予
防
の
取
り
組

み
に
対
す
る
認
定
制
度
に
お
い
て
、
銀
賞

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
最
高
位
の
金
賞
を
目
指
し
、
よ
り
専
門

的
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

T OPICS

 

 

JCHO Tamatsukuri Hospital 
Matsue, Japan 

CAPTURE the FRACTURE 銀賞 認定証

第 21 回日本骨粗鬆症学会 参加

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
玉
造
病
院
　
主
任
診
療
放
射
線
技
師
（
骨
粗
鬆
症
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　
須
田 

学

多
職
種
チ
ー
ム
で
骨
折
予
防

多
職
種
チ
ー
ム
で
骨
折
予
防  

～～  
骨
粗
鬆
症
治
療
介
入
と
二
次
骨
折
予
防
へ
の
取
り
組
み

骨
粗
鬆
症
治
療
介
入
と
二
次
骨
折
予
防
へ
の
取
り
組
み  

～～

JCHO 玉造病院　
骨粗しょう症・転倒予防チーム

TAMATSUKU RE : BONE
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SDGs未来都市への基盤はSDGs未来都市への基盤は
「まちなか病院を核とするストック型まちづくり 「まちなか病院を核とするストック型まちづくり 

（八代モデル）」にあり（八代モデル）」にあり

特集②

JCHO 熊本総合病院　院長　島田 信也

　

今
夏
開
催
し
た
2
0
2
0
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
悲
し
く
も
無
観
客
で
の

開
催
で
し
た
が
、
日
本
の
ア
ス
リ
ー
ト

の
皆
さ
ん
は
そ
れ
で
も
大
活
躍
で
、
史

上
最
多
・
世
界
第
３
位
の
金
27
個
・
銀

14
個
・
銅
17
個
の
合
計
58
個
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
、
私
も
そ
の
一
生
懸
命
な
姿

に
感
動
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
今
の
日
本
社
会
は
「
充
満
し

た
閉
塞
感
」
や
「
将
来
へ
の
不
安
感
」

に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
医
療
に
お
い
て

も
、
①
終
息
で
き
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延　

②
マ
ン
パ
ワ
ー
や
医
療

費
の
問
題
、
③
掛
け
声

ば
か
り
で
関
係
機
関
が

多
岐
に
わ
た
る
、
な
ど

で
閉
塞
感
や
不
安
感
が

募
り
ま
す
し
、
ま
た
、

社
会
全
体
の
政
治
・
経

済
な
ど
の
柱
に
お
き
ま

し
て
も
、
日
本
ら
し
く

胸
を
張
れ
る
も
の
は
本

当
に
少
な
く
、
閉
塞
感

や
不
安
感
が
増
す
ば
か

り
で
す
。
そ
し
て
、
一

体
ど
の
よ
う
な
具
体
的

で
体
系
的
な
対
策
を
立

て
れ
ば
そ
の
突
破
口
に

な
る
の
か
さ
え
も
霧
の

中
で
す
。

▼ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
住
み
続
け
ら
れ
る

レ
ガ
シ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
基
盤

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
は
「Sustainable 

D
evelopm

ent Goals

（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）」
で
あ
り
、
２
０
１
５
年
か

ら
２
０
３
０
年
ま
で
の
都
市
の
長
期
的

な
開
発
の
指
針
と
し
て
国
連
サ
ミ
ッ
ト

で
採
択
さ
れ
た
国
際
社
会
共
通
の
17
の

目
標
（
図
１
）
で
す
。
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

実
現
の
た
め
に
不
可
欠
な
社
会
は
「
人

　日本においては、高齢者数は2040年にピークを迎えると言われていますが、今後のまちというもの
は、超高齢者だけでなく老若男女の全ての住民に、「健康で安心なまち」で「レガシーと魅力に溢れた後
世にも誇れる住み続けられるまち」でなければなりません。その観点から、極めて具体性のある体系的
モデルである「まちなか病院を核とするストック型まちづくり（八代モデル）」を提唱しました。今回は
全国の読者の皆様に、この八代モデルをJCHO病院のSDGsへの取り組みという文脈からご紹介させ
ていただきたいと思います。今後、この「まちづくり」がSDGsを見据えた全国的なモデルとして一般
化し、日本の将来への国創りと共に人口減少・少子化対策に少しでも貢献でき、現在の日本に立ち込め
ている「充満した閉塞感」や「将来への不安感」を少しでも吹き飛ばす契機となれば望外の喜びです。

図１. SDGs は「17 の持続可能な開発目標」
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が
生
活
す
る
場
所
が
基
盤
」で
す
か
ら
、

私
は
間
違
い
な
く
、
目
標
11
の
「
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、
付
け
加

え
れ
ば
「
住
み
続
け
ら
れ
る
レ
ガ
シ
ー

の
ま
ち
づ
く
り
」
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現
や

閉
塞
・
不
安
社
会
の
突
破
口
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
２
０
１
３
年
か
ら
提
唱
し

て
い
る
「
ま
ち
な
か
病
院
を
核
と
す
る

ス
ト
ッ
ク
型
ま
ち
づ
く
り
」
即
ち
「
八

代
モ
デ
ル
」
が
具
体
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
へ
繋
が
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　

私
ど
も
の
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
熊
本
総
合
病
院

の
前
身
は
八
代
総
合
病
院
で
す
が
、
今

か
ら
14
年
前
に
は
「
熊
本
で
潰
れ
る
病

院
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」で
し
た
。
当
時「
潰

れ
る
病
院
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
の
こ
と
だ

け
あ
っ
て
、
外
観
も
ボ
ロ
ボ
ロ
で
荒
ん

だ
町
工
場
の
よ
う
で
し
た
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
に
加
え
て
中
身
の
医
療
設
備
も

医
療
レ
ベ
ル
も
末
期
的
状
態
で
し
た
。

ま
た
、
八
代
総
合
病
院
が
立
ち
行
か
な

く
な
る
と
八
代
の
街
も
呼
応
す
る
か
の

よ
う
に
廃
墟
化
し
、
街
の
２
つ
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
閉
鎖
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
病
院
に
隣
接
す
る
八
代
市
役

所
も
街
を
離
れ
て
４
ｋ
ｍ
離
れ
た
郊
外

の
県
の
総
合
庁
舎
横
に
移
転
す
る
予
定

で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
八
代
総
合
病
院
が
再
生

し
た
後
に
は
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
急
上
昇
し
、
２
つ
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
再
開
、
八
代
市
役
所
も

現
地
再
建
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
従
っ

て
、
さ
ら
に
当
院
の
全
職
員
が
心
底
か

ら
望
ん
で
い
た
「
新
病
院
建
設
」
に
取

り
掛
か
れ
ば
、
職
員
の
質
の
高
ま
り
と

共
に
ま
ち
は
も
っ
と
発
展
す
る
と
確
信

し
ま
し
た
。

　

私
は
、
公
的
病
院
の
使
命
は
「
医
療

の
提
供
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
」

と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
時
、
ふ
と

脳
裏
に
浮
か
ん
だ

考
え
が
、「
ま
ち
な

か
病
院
を
核
と
す

る
ス
ト
ッ
ク
型
ま
ち

づ
く
り
」
で
し
た
。

　

実
は
、
私
は
33
歳

か
ら
４
年
間
、
米
国

国
立
衛
生
研
究
所

（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
に
主
任

研
究
員
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
時
に
見
た

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の

ま
ち
づ
く
り
に
は

腰
を
抜
か
し
ま
し

た
。
こ
の
ま
ち
は
18

世
紀
、
当
時
世
界

の
新
参
者
で
あ
っ
た

米
国
が
そ
の
プ
ラ

イ
ド
を
全
世
界
に

示
す
た
め
に
、
フ
ラ

ン
ス
人
建
築
家
ラ
ン
フ
ァ
ン
氏
の
設
計

図
通
り
に
約
80
年
か
け
て
創
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
端
的
に
申

し
上
げ
れ
ば
、
先
ず
、
ワ
シ
ン
ト
ン
空

港
か
ら
中
心
部
へ
は
す
ぐ
そ
こ
な
の
に

わ
ざ
わ
ざ
緑
豊
か
な
森
を
抜
け
さ
せ
ら

れ
、
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
を
渡
る
と
急
に
目

の
前
に
街
が
広
が
る
と
い
う
心
憎
い
演

出
で
す
。
街
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
塔
を
中

心
に
皆
が
集
ま
れ
る
広
場
が
あ
り
、
そ

の
周
囲
に
国
会
議
事
堂
・
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
・
美
術
館
・
博
物
館
・
航
空
宇
宙
館
・

リ
ン
カ
ー
ン
/
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
記

念
堂
が
立
ち
並
び
ゆ
る
り
と
広
場
を
回

れ
ば
入
場
料
無
料
で
ま
ち
の
散
策
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
建
物
は
石
造

り
で
す
か
ら
、
何
時
行
っ
て
も
変
わ
る

こ
と
の
な
い
素
晴
ら
し
い
永
続
す
る
ま

ち
づ
く
り
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
言

え
ば
こ
の
全
体
像
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き

上
が
り
ま
す
（
図
２
）。
そ
し
て
何
よ

り
も
、
住
民
が
こ
の
ま
ち
に
特
別
の
プ

ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
然

と
ま
ち
を
大
切
に
し
て
誰
に
で
も
優
し

く
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
経
験
か
ら
、
①
日
本
で
当
た
り

前
の
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
」

で
は
１
０
０
年
経
っ
て
も
ま
ち
に
は
何

も
残
ら
な
い
、
②
し
か
し
、
初
期
コ
ス

ト
は
掛
か
っ
て
も
長
寿
命
の
レ
ガ
シ
ー

を
１
つ
１
つ
計
画
的
に
創
っ
て
い
け
ば

１
０
０
年
後
に
は
後
世
に
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
と
な
り
結
局
は
エ
コ
の
上
に
住

民
の
意
識
レ
ベ
ル
も
高
ま
り
地
方
創
生

に
も
貢
献
す
る
、
と
い
う
考
え
に
至
り

ま
し
た
。
そ
し
て
何
と
、
こ
の
「
ま
ち

な
か
病
院
を
核
と
す
る
ス
ト
ッ
ク
型
ま

ち
づ
く
り
」
は
、
最
近
提
唱
さ
れ
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
密
接
に
繋
が
っ
て
い
ま
し

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

図２. 1980 年のワシントンＤＣ
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▼
「
ス
ト
ッ
ク
型
ま
ち
づ
く
り
」

は
「
後
世
に
も
誇
れ
る
長
寿
命

の
ま
ち
づ
く
り
」

　
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
長
寿
命
の
レ
ガ
シ
ー
建
築
」
に
最

も
重
要
な
こ
と
は
、
長
年
の
風
雨
に
晒

さ
れ
る
外
壁
が
劣
化
し
な
い
こ
と
が
最

低
条
件
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
外
壁

を
石
造
り
に
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

何
故
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
外
壁
で
あ

れ
、
人
工
の
素
材
で
あ
れ
ば
、
必
ず
次

の
日
か
ら
劣
化
が
始

ま
り
ま
す
。
従
っ
て
、

40
-
50
年
も
す
れ
ば
、

や
は
り
建
て
替
え
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
外
壁
を
石
に

す
れ
ば
、
劣
化
す
る
ど

こ
ろ
か
長
寿
命
化
し
、

40
-50
年
後
に
や
っ
と

風
格
が
出
る
く
ら
い
で

す
。
実
際
、
当
院
外
壁

は
、
日
本
初
の
「
ブ
ラ

ジ
ル
産
の
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ

ロ
・
ベ
ネ
チ
ア
ー
ノ
」

を
全
面
に
使
用
し
、
８

年
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
石
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
１
度
も
行
わ
ず

と
も
新
品
同
様
で
す
。

（
図
３
）

　

と
こ
ろ
が
、
戦
後
の
日
本
は
「
ハ
コ

モ
ノ
は
カ
ネ
が
か
か
っ
て
国
を
潰
す
」

と
の
誤
っ
た
大
合
唱
の
下
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
ま
ち
づ
く
り

（
フ
ロ
ー
型
社
会
）
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
け
ば
現

在
の
日
本
の
地
方
都
市
の
通
り
１
０
０

年
経
っ
て
も
何
も
残
ら
ず
、
私
た
ち
は

子
孫
に
と
っ
て
恥
ず
か
し
い
先
祖
と
な

り
果
て
ま
す
。
一
方
、
前
述
し
た
「
後

世
も
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
レ
ガ
シ
ー
溢

れ
る
ス
ト
ッ
ク
型
の
ま
ち
」
と
な
る
長

寿
命
の
建
物
を
１
つ
１
つ
創
っ
て
い
け

ば
、
１
０
０
年
後
に
は
、
日
本
国
民

の
誰
も
が
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
素
晴
ら

し
い
ま
ち
（
ス
ト
ッ
ク
型
社
会
）
が
で

き
、
そ
の
意
欲
と
覚
悟
は
後
世
に
よ
っ

て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
訳
で
す
（
図

４
）。

▼「
ま
ち
な
か
病
院
を
核
と
し
た

ス
ト
ッ
ク
型
ま
ち
づ
く
り
」
は 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
そ
の
も
の

　

図
５
が
、
既
成
市
街
地
を
利
用
し
た

「
ま
ち
な
か
病
院
を
核
と
し
た
ス
ト
ッ

ク
型
ま
ち
づ
く
り
」
即
ち
「
八
代
モ
デ

ル
」（
目
標
11
）
で
、「
ど
ん
な
ま
ち
に

住
み
た
い
の
か
」
に
対
す
る
具
体
的
な

答
え
で
す
。
そ
の
要
点
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
を
加
え
な

が
ら
解
説
す
る

と
、
ま
ち
は
緑

溢
れ
る
環
境
の
も

と
、
中
心
に
み
ん

な
が
集
ま
れ
る
広

場
が
あ
り
、
そ
の

周
囲
の
既
存
の
史

跡
な
ど
の
遺
産
や

ア
ー
ケ
ー
ド
を
利

用
し
な
が
ら
、
先

ず
、
ま
ち
な
か
病

院
が
長
寿
命
の
レ

ガ
シ
ー
の
建
物
を

創
り
ま
す
。
そ
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の

意
欲
と
覚
悟
は

自
治
体
の
み
な
ら

ず
住
民
に
も
通
じ

て
、
市
役
所
、
郵

便
局
、
警
察
署
、

学
校
な
ど
の
公
共

図３. 新築後８年以上を経過した熊本総合病院

図４.「ストック型まちづくりは」の「後世にも誇れる長寿命のまちづくり」
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施
設
や
銀
行
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
、
か
か

り
つ
け
医
な
ど
１
つ
１
つ
が
病
院
に
負

け
な
い
長
寿
命
の
レ
ガ
シ
ー
を
建
て
て

い
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
高
齢
者
は

緑
に
溢
れ
た
広
場
の
散
歩
道
を
一
周
す

る
だ
け
で
、
健
康
や
福
祉
に
安
心
し
て

（
目
標
３
）、
心
地
よ
い
日
常
生
活
が
完

結
す
る
と
い
う
訳
で
す
。
そ
し
て
、
そ

こ
に
目
を
つ
け
た
マ
ン
シ
ョ
ン
業
者
が

ま
ち
に
相
応
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
を
林
立

さ
せ
て
い
く
と
い

う
構
図
で
す
。
中

心
地
の
周
囲
は

閑
静
な
住
宅
と

教
育
の
質
も
向

上
・
充
実
し
た
教

育
ゾ
ー
ン
（
目
標

４
）、
次
に
雇
用
、

働
き
が
い
や
技
術

革
新
を
促
進
す
る

産
業
と
仕
事
ゾ
ー

ン
（
目
標
８
な
ら

び
に
９
）、
そ
し

て
外
側
に
、
農
場

や
緑
豊
か
な
陸
地

（
目
標
15
）
は
勿

論
の
事
、
海
に
は

港
湾
が
充
実
し
、

汚
染
の
な
い
美
し

い
豊
か
な
海
（
目

標
14
）
も
拡
が
っ

て
い
く
訳
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、「
ま
ち
な
か
病
院
を
核

と
し
た
ス
ト
ッ
ク
型
ま
ち
づ
く
り
」
は

本
質
を
つ
い
て
い
る
の
か
、
関
係
す
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
殆
ど
の
目
標
を
自
然
と
ク

リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ま
だ
ま
だ
途
上
で
す
が
、
機

会
が
あ
る
毎
に
直
接
、
市
や
県
の
首
長

に
働
き
か
け
る
他
、
様
々
な
方
面
か
ら

依
頼
さ
れ
る
講
演
の
中
で
、
こ
の
「
ま

ち
な
か
病
院
を
核
と
す
る
ス
ト
ッ
ク
型

ま
ち
づ
く
り
」
が
「
今
後
の
日
本
の
国

づ
く
り
に
繋
が
る
こ
と
」
を
声
を
大
に

し
て
提
唱
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
広
く
流
布
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
八
代
市
で
は
当
院
の

病
院
建
設
が
起
爆
剤
と
な
り
市
庁
舎

建
設
に
も
拍
車
が
か
か
り
、
今
年
中
に

竣
工
予
定
で
す
。
新
規
リ
ハ
ビ
リ
病
院

や
医
院
の
建
設
も
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
予
想
し
て
い
た
と
お
り
、「
健
康

に
安
心
な
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
進

む
と
い
う
業
者
の
判
断
か
ら
、
ま
ち
に

似
合
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し
て
お

り
、
新
聞
に
も
「
八
代
市
は
ま
ち
な
か

相
対
的
都
市
集
中
が
九
州
で
も
指
折
り

と
な
り
、
再
都
市
化
に
向
か
っ
て
い
る
」

と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
前
述

の
よ
う
な
様
々
な
要
因
か
ら
市
が
魅

力
的
な
ま
ち
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
こ
と

が
当
院
の
医
師
数
に
も
反
映
し
て
か
、

年
々
増
加
し
て
お
り
、
14
年
前
に
25
名

だ
っ
た
医
師
が
現
在
は
約
３
倍
の
72
名

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
併
記
し
た
く
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ま
ち
な
か
病
院
を
核
と
す

る
ス
ト
ッ
ク
型
の
ま
ち
作
り
は
着
実
に

進
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
日
本
全
国
で
こ

の
よ
う
な
長
期
の
取
り
組
み
が
必
要
な

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
開
発
が
少
し
で

も
早
く
始
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
先
例
に
な
れ
ば
望
外
の
幸
せ

で
す
。

図５.「まちなか病院を核としたストック型まちづくり」はＳＤＧｓの目標そのもの

SDGs 達成に向けての JCHOの貢献
JCHOニュース2021年夏号（vol.30）では東京新宿メディカルセンターの認知症フレンドリーな社会づくりへ向け

た病院を軸に地域を巻き込んだSDGsの取り組みを紹介しました。目標３「すべての人に健康と福祉を」と目標16「平
和と公正をすべての人に」を達成していく活動です。今号で取り上げた熊本総合病院の活動は、目標３を軸に、主とし
て目標11「住み続けられるまちづくりを」していくという長期的で包括的な取り組みです。
人口減少や地方の疲弊をなすがままにしてしまうのではなく、住民の安心の拠り所である病院が中心となって、地域

ぐるみで世代を超えてまちづくりをしていく。それにより真に豊かな地方を創生したい、そんな院長の信念を体現して
います。わたしたち JCHOの病院はSDGsへの貢献に向けて大きな一歩を踏み出しているのです。

（広報・コミュニケーション担当理事　徳岡　晃一郎）
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当院では一般向け講座「健康横丁」を数年前か
ら開いています。外来待合スペースの一角で、職
員が様々な話題を 20 分ほど話しますが、悩みの
たねは参加者が 10 人弱と少ないことと、顔ぶれ
が固定化していること。そのため LINE による動
画配信に切り替え、より多くの方が視聴できるよ
うにしました。併せて、病院外に出向く出前講座
を企画したのですが、職員は通常業務だけでも多
忙。ならばいちばん暇な院長が参りましょうとい
うことに相成ったのでした。
私の用意したお題は、「フレイルとは」と「ぴ
んぴんころりの本当の話」の二つ。
高齢患者は入院中に低下した身体機能の回復に
時間がかかり、退院・転院が滞ることがしばしば
です。対策のひとつは、入院に至る前の時期に機
能維持に努めること、つまりフレイルまでに留め
ておくことです。フレイルの多くは市中に生活し
ており、啓発すべき対象者は病院で待っていて
も捕捉できません。出前講座によって在宅生活者
にフレイルの情報を伝えることをねらいとしまし
た。
もう一つのテーマは、世に浸透する「ぴんぴん
ころり信仰」にかねてから疑問を抱いており、「ぴ
んぴん」はともかく、「ころり」を求める風潮に
は問題ありと感じて選んだものです。ころりと死
ぬことを願っても現実的には難しく、逝き方を自
ら選ぶことはできません。大多数の人がおくる闘
病・療養生活は、実は家族と共に過ごし、ＡＣＰ

（アドバンス・ケア・プランニング）と終活を進
められる貴重な時間であることを話します。
昨年 10 月から現在まで３回、町内会や老人会
の行事の一環として公民館や民家にお招きいただ
きました。参加者のほとんどが後期高齢者。堅苦
しくならないよう、スライドや配布資料は用い
ず、20 分ほどで収めるよう工夫しました。その
後は対話と雑談のタイムです。開催の様子は病院
Facebook にアップします。
伺って感じたのは、お声がかかる地域ではコ
ミュニティが健在で機能しており、病院からの情
報発信にはこれにアクセスすることが効率的であ
るということ。もっとも裏返せば、コミュニティ
が沈滞している地域やコミュニティから漏れた人
たちへのアクセスは難しいと言えます。
参加者の大部分が女性であることも物足りませ
ん。参加した女性と同じ数ほどの男性がいるはず
ですが、自宅でごろごろしているのでしょうか。
彼らの社会性を回復し、家から引っ張り出す方策
が求められます。
また、開催時間がたいてい昼間のせいか、壮年
層の参加が皆無です。フレイル対策やＡＣＰは若
いうちから始めるべきですが、この層への情報発
信には別の仕掛けが必要でしょう。
次の予定がコロナ禍のため延び延びとなってい
るのが残念です。コロナが治まれば、オファーが
増えるはず。それを期待して、今はコロナ対策に
追われる毎日です。

TOPICS 地域とのつながりを深める出前講座

JCHO 下関医療センター　院長　山下 智省

T OPICS

「民家におじゃまして。熱心に聴く参加者たち。」
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広 報 　 ア ラ カ ル ト

「広報委員会」発足
当院では以前、院内用の広報誌を年数回程度発行していた時期がありました。しかし、諸事情が重なり定着

に至りませんでした。その状況を打破するため、地域住民の皆様へ様々な情報発信をより強化する目的で外部
向けの広報誌を本格的に発行していくことになり、その第1歩として、私が所属する地域医療連携室を中心と
した広報委員会が発足し、各部署から参加した17名で活動をスタートしました。

広報誌名「さくら」／創刊号の完成→発行
本年 4月中旬に第1回広報委員会を開催し、リーダーは私が担当すること

になりました。過去の「院内向け発信」ではなく「外部向け発信」であること
を委員間で意思統一したあと、広報誌名や発行時期などについて話し合いを行
いました。まず、広報誌名については、当院に馴染みのある「さくら」に決定
しました。次に発行時期については、「四半期ごとの発行で内容の濃いものに」
という意見もありましたが、病院の方針もあり、各月担当者を決めて毎月発行
することとしました。また、構成や内容は、初年度については基本的に各月担
当者が自由に表現するスタンスとしました。
初回は５月初旬に創刊号として発行することになり、私を含め４名で担当し

ました。
表紙は、他の担当者からの提供もあって比較的早い段階で決まりましたが、問題はここからです。
事務職員であり、リーダーでもある私ですが、このようなものを作りあげる経験はゼロに等しかったことも

あり、構成について他の担当者とともにアイデアを出し合いながら進めました。結果、数日後には新型コロナ
ワクチンの先行接種による体験記など大筋の形が見えてきました。思いのほか早く形ができたのは、担当以外
の職員の協力も大きかったのではないかと思います。しかし、形ができたとはいえそう簡単には完成しません。
いざ印刷してみると誤字脱字も見つかります。それ以上に文章やデザ
インについて「この説明文はこの表現でいいのか？」「この図の色は青
の方がよいのでは？」など色々な感覚が頭の中で交錯し何が正解なの
かがわからなくなりそうでしたが、試行錯誤の末、なんとか完成させ
ることができました。完成版を見て、私個人としては満足できました。
ですが、評価は読んでいただきました地域住民の皆様が行うものです。
ご意見などは真摯にお聞きしそれを参考に今後に活かしていこうと思
います。

今後の目標・・・温かみのある広報誌を！
創刊号から始まり6、7、8、9月号と現在までに5回発行しています。

各月担当者がそれぞれ協力し合い仕上げました。細かい反省点はあります
が、よいスタートができたのではないかと思います。
広報誌は情報発信の重要な手段であると同時に当院をアピールできる手

段でもあります。今後は、コロナワクチンに関することなど重要な情報の
他に、食生活や運動など健康に関すること、また、地域で注目していただ
いております新病院に関することも可能な限り掲載していきたいと考えて

います。他施設の広報誌を拝見すると内容もデザインもどれも素晴らしいものばかりです。“手作り感 ”に溢
れた温かみのある広報誌で地域住民の皆様に様々な情報をお届けしながら、当院の「さくら」もできるだけ早
く “満開 ”となるように日々取り組んでいこうと思います。

JCHO 桜ヶ丘病院　地域医療連携室　望月 昭寿

広　報　誌　「　さ　く　ら　」
―　発　刊　へ　の　道　の　り　―
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北海道東北

関東

東海北陸

近畿四国

九　州

北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

松浦中央病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL https://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258
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地区事務所
本部北海道東北地区管理部
関 東 地 区 事 務 所
東 海 北 陸 地 区 事 務 所
近 畿 四 国 地 区 事 務 所
九 州 地 区 事 務 所

〒108-8583
〒108-0074
〒457-0866
〒553-0003
〒866-0862

東京都港区高輪3-22-12 2F
東京都港区高輪3-22-12 1F
愛知県名古屋市南区三条1-1-10 中京病院健康管理センター内
大阪府大阪市福島区福島4-2-78 大阪病院別館3階
熊本県八代市松江城町2-26 熊本総合病院健康管理センター棟4F
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